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サステナブルな

グローバルモータースポーツ活動を通じた

“究極のカスタマイズ”への技術開発
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モータースポーツは、ブリヂストンの原点

走る実験室 モータースポーツ文化の発展を支える 極限への挑戦

タイヤは生命を

乗せている
極限の場 徹底的に走る 極める

「人が育つ」

「技術が磨かれる」
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「極限への挑戦」を通じて、”リアル×デジタル“で 「ブリヂストンDNA」を磨いていく

モータースポーツは、ブリヂストンの原点

チーム・ドライバーへのカスタマイズ 現物現場

リアル×デジタル

ブリヂストンDNA 品質へのこだわり 現物現場 お客様の困りごとに寄り添う 挑戦
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タイヤゴム分子

現場で性能実証配合設計

分子レベルでのポリマー設計からタイヤでの性能評価まで、一気通貫で開発

モータースポーツを通して培ってきたブリヂストンのコア技術

ポリマー設計

10-10m~ ~1m

実車
マクロナノ
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10-10m~ ~1m

ゴムを極める

モータースポーツで磨き上げた

技術を市販品へ適応

例) BLIZZAK VRX3

REGNO GR-XⅢ

TURANZA EV

タイヤゴム分子

ポリマー設計 現場で性能実証配合設計

分子レベルでのポリマー設計からタイヤでの性能評価まで、一気通貫で開発

実車

モータースポーツを通して培ってきたブリヂストンのコア技術

マクロナノ
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ブリヂストンのコア技術開発 ―次のステージへ―

あなたの最高を支える存在であるために

モビリティの未来になくてはならない存在であるために

EV
高荷重・高トルク

Motorsports
高速・高シビリティ

From Circuit to Street

進化するモビリティにおける顧客歓喜の実現

EV向けタイヤ

運動性能

環境性能

• 強くしなやか（高負荷を支える）

• 高いグリップ力（高出力を伝える）

• 資源生産性向上

• マテリアルサーキュラリティ

• 耐摩耗性能（大トルクへの対応）

• 極低転がり抵抗（電費への貢献）

• 全天候に対応（ドライウェット両立）

• 多様な入力条件下での安定性

（幅広い温度域での性能発揮）
極限での性能
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共創 ／ リアル×デジタル ／ グローバル

「極限への挑戦」を通した技術の進化

接地を極める

ゴムを極める

サステナブル化をいち早く推進

“薄く・丸く・軽く ”

従来のタイヤ性能を向上させた上で、

タイヤに求められる多様な性能を

お客様ごと、モビリティごとにカスタマイズ

“究極のカスタマイズ”

”走る実験室”
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ゴムを極める

ナノレベル

ポリマー設計

ミクロレベル

配合設計

「解く」 技術の進化：データ駆動型材料開発

独自のシミュレーションAIデータ解析

ゴムを「見る」「解く」「操る」

基盤技術を開発

ブリヂストンのデータベース

 室内評価データ

 環境指標

 材料データ

 市場データ

「見る」 技術の進化：断トツの分析技術

ゴムの本質理解から

新たな価値の創造

耐摩耗性能・グリップ向上

転がり抵抗の低減

過去の膨大な知見 独自の材料合成

評価システム

静止状態 運動状態

ゴム・分子の構造が、よりクリアに見えるようになる

次世代放射光施設「NanoTerasu」

ナノレベルの観察

動いている状態も、クリアに見えるようになる

モータースポーツタイヤ開発で培った技術をベースに、「見る」技術、「解く」技術を進化 。

“リアル×デジタル”によるアジャイルな開発・共創を推進：「ゴムを極める」を次のステージへ

モータースポーツを通じて

「ゴムを極める」

― 次のステージ ―

＊（一財）光科学イノベーションセンター提供

最先端のマテリアルインフォマティクス デジタルリアル

東北大／NanoTerasu ブリヂストン／BIP

革新的な材料開発に向けた研究開発チーム結成

共創により、さらに進化

＊
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接地を極める

接地状態を「見る」基盤技術を開発

シミュレーション技術の進化

あらゆる路面／接地状態での性能を正確に予測

タイヤ変形状態の見える化

路面モデル

ULTIMAT EYE “見える技術” の進化

粗い路面（サーキット） 細かい路面（市街地）

精度高く路面状態を再現

あらゆる路面での接地状態を見える化

トレッドモデル

デジタル

リアル

モータースポーツを通じて

「接地を極める」

― 次のステージ ―

接地の本質理解から

新たな価値の創造

耐摩耗性能・グリップの向上

世界のあらゆる路面での接地状態を “リアル×デジタル”で解き、仮説～試作～検証

極限の状況で使用されるモータースポーツタイヤ開発で技術をより早く磨き、アジャイルな開発を加速
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再生カーボンブラック／再生ゴム

グアユール（天然ゴム資源多様化） リサイクル由来の補強繊維

タイヤリサイクル技術（GI基金） 再利用しやすいゴム

極限の状況で使用される

モータースポーツタイヤでの実証

共創パートナーの皆様とサステナブル材料技術を磨き、

サステナビリティビジネスモデルのエコシステムを構築

再生資源・再生可能資源の拡充・多様化 / ケミカルリサイクルへ挑戦

サステナブル化をいち早く推進

市販用タイヤへ展開

もみ殻シリカ（タイヤの補強材）

＊ この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の委託業務（JPNP21021）の結果得られたものです。

＊

ゴム生分解技術
(MoonShot)

天然ゴム農園管理



11/11

共創 ／ リアル×デジタル ／ グローバル

「極限への挑戦」を通した技術の進化

接地を極める

ゴムを極める

サステナブル化をいち早く推進

“薄く・丸く・軽く ”

”走る実験室”

従来のタイヤ性能を向上させた上で、

タイヤに求められる多様な性能を

お客様ごと、モビリティごとにカスタマイズ

“究極のカスタマイズ”
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